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4.酸化物超伝導体における銅スピンとキャリア一間相互作用
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嗣酸化物超伝導体の主要構成単位であるCuO,面において､銅イオンCu2'は大きさ1/2のスピン

をもつ2次元反強磁性格子を形成している｡最近この2次元反強磁性体の基底状態や熟力学的性質を

うまく記述しうる修正スピン波理論1や､これと定性的に同結果に導くslaveLermion理論2が提案さ

れているが､これらの理論ではドーピングなどによって導入されたキャリアー(通常はホール)の効果

は考慮されていない｡一方 実験的にも､様々なキャリアー濃度を有する銅酸化物超伝導体(絶縁体)の

破化率の広い範囲の温度領域にわたる測定がなされ､興味ある結果が得られてい83｡

本論文では､主として酸素のp軌道を連動するキャリアーを有するCt102面を考え､銅イオン反

強磁性格子を平均場 slavefermiotl理論で記述すると同時に､このスピン系とキャリアー間に最近接

Kondo結合(銅スピンとキャリアースピン間の交換相互作用)を仮定し､この結合系の熟力学的性質､

とくに静的磁化率の温度変化とキャリアー濃度変化を調べることを目的とする｡

具体的には､銅スピン系がslavefermion理論で記述されるRVB状態 (動的に揺らいでいる反強

磁性状態)にあり､キャリアー系はノーマル状態にあると仮定して､結合系の熱力学ポテンシャルやそ

の磁化率を､スピンーキャリアー相互作用の2次摂動で求めた｡この結果､結合系の熱力学ポテンシャ

ルや静的磁化率を､非結合状態におけるスピン系とキャリアー系の動的磁化率を用いて表現できるこ
}｢

とが示された｡また､RVB秩序パラメーターや磁化率の温度一濃度変化の数値計算の結果についても

報告したい｡
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